




























































































































































観点 内容項 目 本質 意義 .機 能 種頼
共通性
バ スケ ッ トボール ト ン ドポ～ル サ ッカー
戦術 攻 撃の戦術 ズ レを 創 つ 得点す る .パ ス ワークプ ポール を横 に動 か し、相手の との ズレを創 って縦 に動 か









.パ スワー クプ レイ Lスルーパ ス
-オ-/令.一ラップ
カ ッ トイ ンフ レ ー ワンツIリターンパス
ポ ス ト レ イ
ス ク リー ン プ レ イ
守備 の戦 術 ポ ール とゴ
- /Lを蛤
だ 直線 上 に
立つ








シュ ー トを打たせ ない
表2攻撃に共通する戦術
種 目 ノ玖 ケツト ト 欄 iIJレ サ ッカー
戦術課題 相 手のズ レを創 り出 して突 く
卜l)プ)鵬 随 ドリブル ドリブル
スペースへの走 り パ ス ワー クプ レー スノレ「ぺス.
込みでズレを創る オ「′もーラップ
リター ンパ スで カ ッ トイ ンプ レμ ワ ン ツ ー リ
ズ レを創 る タ ー ン プ レ
ポス トプ レ】
スク リ】 ンで ズ
レを創 る














.コP ト:フ ィール ドとゾMンを合わせた地域
lフィール ド=ゾーンより内側の地域
.ゾーン :フィール ドの外側にあって、コー ト内にあ
る地域で、サイ ドゾ】 ンとゴールゾ}ンがある
.フ ィール ドプレイヤー :フィールド内でプレーする選手
.サイ ドマン :サイ ドゾーン内でプレ】する選手
.ゴールマン :ゴールゾーン内でプレーする選手
コー ト


































































l l -3人 1組 (2人が対戦、1人がオフィシャル)
『ルール』






















/ J○LqL ＼4m ≡…≡二三2号脚
"'・・Q 10m蝣*4≡曇芭三/三≡蓋 慧
.ゴールゾーン内で止まった状態でパスを受けたり、パ
















































課題ゲーム サイ ドゾーン付きハ ンドボール
学習課題 サイ ドマンを伴って、シュー トをしよう







∠ ..……… w TJt 霊 瑚 脚
2m .サイ ドマンは、サ イドゾーンか ら出 られない
● ○ .サイドマンの ドリブルは禁止
. ○ .サイドマ ンもシュー トをしてよい
.ゴールエ リア内に入いるのは禁止
it V 123忘にポールが当たれば 1点0コーンを倒せ
ゲ .相手のプ レッシャーを受けないサ イ ドマンに もシュー トを認めているため、攻撃側の数的優位が保障され
I ている
ム .サイ ドマンのシュー トを認めているために、技能の低い児童がサイ ドマンになることはチームの不利にな
の る0その結果、技能の未熟な児童がフイ】ル ドプレイヤーになると考えられ、 自然な形で技能差が吸収さ
仕 れるように仕組 まれている0










































































































ゾ サイ ドゾーン付 き
解
と
活
7
8
ウ
オ
I
I
ン
ゲ
ハ ンドボール
用
且
翠
クや
i
9
10
ll
12
13
ム
ア
ッ
プ
ー
ム
ターゲッ トハン ドボール
表6基本的な1時間の流れ
分 学習内容
rスキルウオームアップ」
・ドリブル(方向と速さを変えるドリブル)
I/現キャッチ(瑚軌?玖碇したをヤツチ)
・ピボット(大きくすばやいピポッり
「ビッグゴールドリプルゲーム」「ラン
ゾーンゲーム」
【戦術的気づきを促す学習】
・戦術に関する情報(図、体育ノート、VTRを使って
戦術的気づきを促す
「チーム練習」
【戦術的気づきに基づいた作戦づくり】
・作戦を実行するための練習内容を考えチームで練習す
る
「ゾーンパスゲーム」「サイドゾーン
付きハンドボール」「ターゲットハン
ドボール」
【作戦を戦術的に意味づける学習】
・試合でうまくいった作戦の共通性を見出す
ことで、戦術の原則を理解し、作戦を戦術
的に意味づける
-13-
また、表6に、基本的な1時間の学習の流れを
示した。
戦術的認識を深め、定着させるために「戦術的
気づきを促す学習」⇒「戦術的気づきに基づいた
作戦づくり」⇒「作戦を戦術的に意味づける学習」
を位置づけている。
これら試案した「課層ゲーム」を中核とした学
習過程を中学年、高学年児童に適用した結果につ
いては別に報告する。
4.まとめ
攻防相乱型シュートゲームの教育内容を措定
し、「ビッグゴールドリプルゲーム」「ランゾーン
ゲーム」「ゾーンパスゲーム」「サイドゾーン付き
ハンドボール」と名付けた「課層ゲーム」を開発
した0また、それらを段階的・発展的に配列した
13時間からなる学習過程を試案した。
(「課題ゲーム」作成にあたり、ご協力下さった
大学生の皆様にお礼申し上げます。 )
注
注1)攻防相乱型シュートゲーム:敵味方が1つ
のコートを重複使用し、1つのボールの争奪とゴ
ールへのシュートをめぐって攻防が相入り乱れ
て集団で行われるゲームの総称。
これらのゲーム
は、柏手のプレイを直接妨害できるところに特徴
があるが、その妨害に身体接触を認められるもの
と認められないものがある。 前者の代表としてサ
ッカーが、後者の代表としてバスケットボールが
あげられる. (『スポーツ科学事典』平凡社2006
p.180)
注2)今回の学習指導要領改訂において、ポール運
動は、「ゴール型」「ネット型」「ベ-スベール型」
に類型化されたが、これはコ. -トの形態に着目し
た分類であり、その運動の本質を表す動き方に基
づいたものではないと考える。 著者らは、ボール
ゲームにおける戦術の法則性を見出すことで、
「ゲーム様式による分類法」を試みた結果、バス
ケットボール、サッカー、ハンドボールの戦術の
本質は、「相対暗する条件下でズレを創って突く
パスを入れる」と定義された。 したがって、本研
究では、運動の本質を表すと考える攻防相乱型シ
ュートゲームという名称を用いることにした4)O
注3)課題ゲーム:ゲーム中の状況判断力の向上
や戦術行動の獲得を課題として、ゲーム本来の特
性を損なわずに、プレー場面の状況判断をやさし
くする観点から、オフェンスが数的優位な状況や
コートを狭くし参加する人数を減少させるとい
ったゲームのミニ化などによって、学習させたい
課題が頻出するように仕組まれたゲーム(小松崎
敏『スポーツ科学事典』平凡社2006p.
276)
注4)攻防分離型ゲーム:地理的条件もしくは時間
的条件によって、攻撃と防御が分離された中で、
作戦が展開するボールゲーム。 前者の攻防分離型
は、攻守分離系、後者のそれは攻守交代系と呼ば
れる14)
注5)過度的相乱型ゲーム:攻防柏乱型シュートゲ
ームの学習に立ち上げていくために、本格的な攻
防相乱型シュートゲームにおける作戦遂行上の
困難性を何らかの形で軽減(地理的分離、ポール
操作の軽減など)させようと配慮したゲームの総
称14)文献
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